
令和６年 第３回（通算６２５回）中山町教育委員会議録 

 

１ 日  時   令和６年３月２５日（月）午後１時３０分～午後３時１４分 

２ 場  所   中山町中央公民館 第１研修室 

３ 出席委員   浦山健一教育長、大津俊則教育長職務代理、今野裕恵委員、齊藤秀雄委員、 

池田麻姫子委員（オンライン） 

４ 欠席委員   なし 

５ 出 席 者   栗原純教育課長、多田直晶代表統括、飯野明史主任指導主事兼統括、 

丹野隆雅学校給食センター所長 

 

＜会議次第＞ 

１ 開   会 

 

２ 前回会議録承認 

 

３ 事務報告（教育長より） 

・令和５年度の学校教育を振り返って 

 

４ 議  案 

議第６号 中山町社会体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について（専決） 

議第７号 中山町立図書館条例施行規則の一部改正について（専決） 

議第８号 令和６年度「中山町の教育」について 

議第９号 中山町部活動指導員の委嘱について 

議第10号 中山町スポーツプロデューサーの委嘱について 

議第11号 中山町社会育指導員の委嘱について 

議第12号 中山町地域学校協働活動推進員の委嘱について 

議第13号 中山町スポーツ推進委員の委嘱について 

 

＜議 事＞                                                

議第６号 中山町社会体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について（専決） 

＜可決する＞ 

審査経過 

 

＜全会一致＞ 

                                                  

議第７号 中山町立図書館条例施行規則の一部改正について（専決） 

＜可決する＞ 

審査経過 

 

＜全会一致＞ 



                                                    

議第８号 令和６年度「中山町の教育」について 

＜可決する＞ 

審査経過 

 池田委員：P.4「愛情いっぱいの家庭」の「自律することを学ぶ」について、自分で生活する力をつけるの 

であれば、「律」より「立」の方がよいのではないか。 

 教 育 長：「律」については、自分で自分の行いを決めていく。自分で決めて判断し行動するという意味を 

含めている。 

 大津委員：「律」の方がよい。「自立」の大きな枠の中に「自律」があると考える。 

 他の委員：「律」のほうがよい。 

      ⇒「律」のままに決定 

 

 池田委員：P.4重点施策の４教育環境整備の促進の（４）について、充実した環境整備を含めて、「熱中症 

対策等」にしてはどうか。 

⇒「熱中症対策等」に決定 

  

大津委員：P.7の6行目「〇特別なニーズに対応し」のところは、不登校や不適応の児童生徒は含まれてい 

るのか。 

 飯野統括：様々な実態の児童生徒を含めて考えている。ただし、不登校児童生徒の増加は、大きな課題であ 

る。「不登校対応」等の文言は、「具体的な施策」の中に追記する。 

  

 大津委員：P.8の（２）重点目標②献立の多様化に対応できる調理技術の向上について、調理は民間業者に

委託しているので、「向上」よりは、「指導」の方がよいのではないか。 

 教育課長：民間業者に委託しているといえ、教育委員会としては「向上」を目指している。 

 

 齊藤委員：今年度町内で給食の異物混入があった。P.8学校給食の（３）具体的な施策について、異物混入

についての対策を入れてはどうか。 

 丹野所長：施策については、あくまでも施設の管理と考えている。 

 大津委員：対策について新たにあるとよいと考える。 

 教 育 長：追記する方向で検討する。 

 

 池田委員：P.10（３）の②について、「女性教育」は「成人教育」に入らないのか。 

 教 育 長：名前として出すことがよいかは検討が必要。 

 多田統括：団体名の名称については「女性まつり」等残っているものもあり、変えられない。 

 教育課長：「女性教育」は「成人教育」に含まれると考える。 

 教 育 長：「女性教育」の見出しについては削除する。 

 

 齊藤委員：P.11（３）③についてボランティアの団体はどのくらいあるのか。 

 多田統括：高校生ボランティアのみである。 

 齊藤委員：今後育成していくことも含めて、「サークルの育成」部分は残してはどうか。 



 多田統括：「サークルの育成」部分については、削除せず残す。 

 大津委員：P.14 の２重点目標（２）について、「生活スポーツ推進員」とは何か。 

 丹野所長：各地区でまだ、残っている。 

 教 育 長：現在の実態に合わせて担当の方で文言を整理する。 

 

  ＜全会一致＞ 

                                                    

議第９号 中山町部活動指導員の委嘱について 

＜可決する＞ 

審査経過 

 今野委員：部活動指導員で現在、主に指導している部活動は何か。 

 飯野統括：主にバレーボール部を指導している。 

 今野委員：委嘱する予定のもう一名は、文化部の指導が中心となるのか。 

 教育課長：もう一名も運動部を指導していただくことを予定している。 

 

＜全会一致＞ 

                                                  

議第10号 中山町スポーツプロデューサーの委嘱について 

＜可決する＞ 

審査経過 

 

  ＜全会一致＞ 

                                                                                                        

議第11号 中山町社会教育指導員の委嘱について 

＜可決する＞ 

審査経過 

 

  ＜全会一致＞ 

                                                                                                  

議第12号 中山町地域学校協働活動推進員の委嘱について  

＜可決する＞ 

審査経過 

 

  ＜全会一致＞ 

                                                                                                       

議第13号 中山町スポーツ推進委員の委嘱について 

＜可決する＞ 

審査経過 

 

  ＜全会一致＞ 



                                                                                                        

教 育 長：議事は以上です。委員の皆さまから何かありませんか。 

池田委員：「中山町の教育」の検討については、もう少し早い時期の方がよいのではないか。 

      学校でもPDCAを行っている。教育委員会としても年度を振り返ったうえで検討してはどうか。 

また、「中山町の教育」については、一般にも公開してはどうか。 

教育課長：令和５年度の実績等については、令和６年度に取りまとめる予定である。その後、令和７年度

の事業改善に向けて反映させていく。また振り返りをとおして PDCAは今後行っていく。 

「中山町の教育」について、現在一般には公開していないが、HP等公開に向けて検討してい

く。 

池田委員：長いスパンで教育を考えていく必要がある。あらかじめロードマップを作成する必要があると

考える。 

教育課長：大きなビジョンを立てながら中間での評価等、様々なものを参考にして今後改善に努めてい

く。 

教 育 長：他に何かありますか。 

無いようですので、これで令和６年第３回（通算６２５回）教育委員会議を終了します。 

 


